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杜の都バイオマスエナジー発電所

杜の都バイオマスエナジー変電所

送電鉄塔電力会社送電線鉄塔

送電路は、道路等の約１．５ｋｍの地中を通り、１５４ｋV送電幹線鉄塔に接続されています。
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会　　報　第137号
令和６年８月５日発行

　はじめまして。本年度より広報委員長を務めます、山形県支部の栗田浩二です。今
年は役員改選の時期でしたので、各県から選出されました委員も、ほとんどが新顔です。
　６月18日に第１回の委員会を行い、初顔合わせとなりました。前任の方からの引継
ぎもしっかりやられており、皆つわもの揃いで圧倒されているところです。
　とは言え、まだまだ右も左もわかりません。前委員会が編集された会報を、事務局
と２期目の委員の牽引のもと、なんとか発行するまでに至りました。今後とも委員会
全員で精進してまいりますので、温かい目で見守っていただけますと光栄です。

　さて私事になりますが、ほんの自家消費程度ではありますが、野菜を作っております。
少量多品種で、キュウリ・ナス・ピーマンをはじめ、トウモロコシやエダマメ、コマ
ツナにレタス、それからミニトマト・オクラなどなど、やっとひと通り、植付けを済
ませたところです。地元が雪深いところですので、今年はきわめて雪の少ない冬では
ありましたが、他所よりはだいぶ遅いのが例年です。
　始めてから10年以上にもなりますが、まだまだ素人の域を脱せず、毎年病気や害虫
との戦いが絶えません。さらには害獣も油断できず、もともと狸などの生息地ではあ
りますが、近年では猪や猿なども見かけるようになりました。害虫や害獣と言う呼称
は人間の都合ではありますが、やはり決してありがたい存在ではありません。近所の
農家に相談したり、ネット上の情報を検索したりと、試行錯誤の日々が続きます。
　まだまだ若い気でおりましたが、先日畑仕事の最中に腰に違和感を覚え、俗にいう
「ぎっくり腰」との診断でした。自身の体調にも相談しつつ、もう少し続けていけれ
ばと思っているところです。
　この会報が皆様のお手元に届くころには、無事にたわわに実ることを祈りつつ。

（2024年６月末　広報委員長　栗田浩二）

表紙「合同会社 杜の都バイオマスエナジー発電所（出力75MW）」
　この発電所の立地する仙台市宮城野区蒲生北部地区は、2011年３月11日の東日本大震災の津波前は約
3,000人（約1,500戸）の住人が暮らしていましたが、家屋のうち約８割が流失・全壊し、多くの方が犠牲となっ
た上に造られました。バイオマスを燃料として、2023年11月18日に営業運転を開始しています。
　送電は道路等の約1.5kmの地中から陸地に顔を出し、154kV送電幹線鉄塔に接続されています。
　合同会社 杜の都バイオマスエナジー発電所長  山田 淳一さまの許可を得て写真を撮り掲載いたしました。
写真中左から管理棟（低い建物）、その手前に送電変電所、タービン棟（中建物）、ボイラ棟（高い建物）、
空冷復水器、燃料タンク、タンク手前右は純水製造・排水処理等施設
（右下の煙突の煙は仙台パワーステーション㈱の石炭火力発電所） 写真・文：永澤俊一（宮城県）
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